




























工教育の独自性や他教科 • 他領域に転移する力， さら
に未来を切り拓いていく資質 ・能力を考えた時，やは
り重要になってくるのは「創造性」の育成だろう。




























































































































































































































































































































































































































































































 ビ . ．、
図21 図13の表現を基にした花
また，植物を生え伸ばす場は，机やいすの柱が多く
選ばれていた。（図22)。
活動が進んでいくにつれ，植物の表現にも広がりを
見せ始め，図 22にも見られるような作品や葉のかた
ちを丁夫した作品（図 23),花だけではなく実を付け
たりしている作品（図 24)も増えていった。
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図23 葉の表現を工夫した作品
であったが，少し眺めた後ラジオペンチの先の細い
部分を上手く使って，花びらを外向きに曲げ，柔らか
に開いている表現を生み出していた。まるで，職人技
のようにペンチを扱い，繊細な表現を生み出していた
のである。これは，それまでに獲得してきた素材や道
具に関する知識 ・技能が発揮され，自分の 「表したい
こと」を実現しようとしている姿である。その後も，
花びらの曲げ具合を何度も微調整し，作品を完成させ
ていた。そして，完成させた後どこにその植物を生
やそうか教室内を見渡し，思いついたような表情を見
せ，作品を固定しに行く姿も見られた。これらの一連
の姿から，この子どもなりに 「いいな」と思う表現が
あり，その自分の感覚に従ってワイヤーによる表現を
試行錯誤し，納得のいく表現を追い求めていたことが
わかる。何度もつくり変えが可能であるワイヤーの素
材の特性や，素材体験を十分に行った題材栴成が，作
用した姿であったと考える。
図24 実のある植物の作品
5 授業の考察
5. 1. 感性的な自己内対話による個の探究
図工室への造形であることから，多くの子どもは席
を立ち，植物の造形をしたい場所に行き，ワイヤーを
その場所に固定したりさらに付け加えたりしながら活
動していた。その中で，ある子どもは，席に座り，黙々
と造形していた（図 24)。
曇日
図24 個の探究の姿
指先でワイヤーを扱い，小さな花の束を作っていた。
はじめ，その花の花びらはまっすぐヒ°ンと伸びたもの
5. 2. 個々の感性の違いが生み出す学び
植物の造形をする中で，図 25のように吊り下げら
れた作品を制作する子どもがいた。そのような作品を
目の当たりにし図エ室の天井は金網となっていること
に気付いた子どもたちから，「上（天井）から吊り下げ
てつくつていきたい ！」という発言が出始めた。天井
から吊り下げる場は教師から提示する予定であったが，
このような発言がでてきたのは“ワイヤーの森’とい
うテーマがもたらした効果であると感じている。“森'
という言菓は，
造形の場を自ら一
広げるために作
用するととも
にまだ発見さ
れていない植物
があるかもしれ
ないという思い
を誘発し自由な
形態の植物の造
形活動につなが
ったと感じてい
る。
ワイヤーをどんどん教室内に張り巡らせ，友達の張
ったワイヤーとつなげ，造形の場を増やしていく子ど
もがいた。しかし，場をつくるのみに留まるのではな
いかと思い，観察していると，やがて，その張り巡ら
せた場に，植物の造形をはじめた（図26)。
図26中左の子どもは，図 18の表現を生み出してい
た子どもである。図18での表現や「つなぐ」の技法を
使い，図 27の作品を生み出していた。この作品から
は，これまでに自分が生み出した表現の価値を見出し
たごとや，異なる表現のよさを感じていたこと力汁云わ
る。それは，自分自身で価値を見出していただけでは
, 
員
図25 つるす作品
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なく，友達からも「すいせん作品Jとして表現のよさ
を言葉で明記されていたことが，自分の表現に自信を
もつことへ繋がっていたのではないかと推測する。ま
た，「つなぐ」も葉の形をくさりのようにつないでいく
表現をしており ，友達の表現の中に 「つなぐ」を基本
として，新たな表現を生み出していた友達がいたこと
から，「つなぐ」の表現方法に応用の可能性があるとい
うことを感じた学びが作用していると考える。
図26 造形の場を広げる姿
以上のことから，“ワイヤーの森’というテーマ設定
が，子どもたちのもつ豊かな感性を刺激しダイナミッ
クな活動を誘発したと考える。そのような活動により ，
互いの表現活動を自然に鑑賞しあう場ともなり ，互い
に表現に関する刺激を与え合いながら活動することに
つながっていたと感じている。
図27 図18の表現を基にした作品
6. 成果と課題
本研究の最も大きな成果は，一人として活動がとま
っている子どもが見られなかったことである。それは，
個々にある植物のイメージを実現できるための知識・
技能が，それまでにある程度培われていたことや，異
なる感性をもつ友達の表現活動が常に見える場であっ
たことの効果であったと感じている。また，つくり出
していた表現はそれぞれに個性的で，似た作品がなか
った。それは，共通でありながら表現の自由度が高い
テーマの設定や，国語科と関連させた表現に関する言
語化が，自分では気付かなかった表現の価値や意味の
実感を促したと感じている。
しかし，図画工作科における学びをより豊かにする
ためのカリキュラム ・デザインがまだまだ弱いことが
反省点である。未来の社会は， AIの技術がさらに生活
の中に活用されていくだろう。そのような社会の中で，
創造性はますます重要な資質・能力となってくる。図
画工作科の独自性を明らかにするだけでなく ，他教科・
多領域とのつながりや相互作用について，研究を続け
ていきたい。
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